
























報の拠り所として AAG（Association of American 
Geographers）発行の Newsletter を主に使用する。
この Newsletter は、30 ページ前後の月刊冊子で、
毎回表紙を飾る President's Column に AAG 会長
の主張が紹介される。ときに大きな議論や批判の








































































































































































　1000 万人の National Geographic 講読会員を
抱える NGS（National Geographic Society）では、
会長 Grosvenor（２代目 NGS 会長 Graham Bell
のひ孫で 1996 年退任）が中心となって、地理教
育の普及に全力を尽くす決意を表明した。
　AAG と NGS との間には長年反目し合う深い溝
があった。学問としての地理学研究を標榜する






と NGS は急速に接近し、NGS 会長 Grosvenor の
活動が開始された。

















































の文理学部（College of Arts & Sciences）では入
学条件として高校での地理履修を義務づけ、カリ
フォルニア州サンディエゴ学区では中学高校での
地理を必修としている 25）。1984 年には、South 
Dakota 州教育委員会も高卒の条件として地理を



















である 4、8、12 年生を対象に実施目標 National 






























　この Geography Standards の作成に裏で努力
した人物がやはり NGS の Grosvenor 会長であっ
たから、このような基準ができた暁には NGS が
支援する Geographic Alliances が各州で活動をさ
らに強化する下地ができた。しかし話はむしろ逆
で、5 教科のコア科目を当初決定した 1989 年州
知事会では、集まった各州知事のうち、地理のコ
ア科目化に賛成した州知事のほとんどが、すで
に自分達の州で Geographic Alliance の活発な活
動を受け入れている州であったという 32）。すな











































































































































たが 2）、AAG Newsletter に似通った（批判的な）


































































































































































 3） AAG Newsletter, 30-10（1995） Relative 








 7）AAG Newsletter 29-02 （1994） Minutes of 
the AAG Council Meeting 1993.
 8） AAG Newsletter 29-08（1994） Minutes of 
the AAG Council Meeting 1994.
 9） Wilbanks, T.J. and Libbee, M. （1979） 
Avoiding the Demise of Geography in the 
United States. Professional Geographer, 31, 
1-7.
10） AAG Newsletter 28-09 （1993） Five Steps to 
Oblivion.
11） AAG Newsletter 27-06 （1992） President's 
Column.
12） AAG Newsletter 30-04 （1995） President's 
Column.
13） AAG Newsletter 27-07 （1992） President's 
Column.
14） AAG Newsletter 27-01 （1992） President's 
Column.
15） AAG Newsletter 31-06 （1996） Minutes of 
the AAG Council Meeting 1995.
16） AAG Newsletter 30-06 （1995） Minutes of 
the AAG Council Meeting, Chicago, 1995.
17） AAG Newsletter 28-08 （1993） President's 
Column.
18） AAG （2002） Guide to Geography Programs 




20） AAG Newsletter 26-01 （1991） President's 
Column.
21） AAG Newsletter 26-03 （1991） President's 
Column.
22） AAG Newsletter 26-02 （1991） NC's The 
Robersonian 23 August 1990.






料 7 として、地理に関する意見が 3 分類され
ている：1）地理の重要性を訴えるもの、47 件、
2）地理の内容に関するもの、35 件、3）その
他 ､1 件の計 83 件。この多くが世界史必修に
関する教育現場からの批判であるが、「社会・
地理歴史・公民専門部会におけるこれまでの主
な意見（論点ごとに整理）平成 17 年 3 月 15
日現在」には、これらの意見はほとんど反映さ
れていない。
25） AAG Newsletter 18-9,10 （1983） 
26） AAG Newsletter 29-02 （1994） News from 
Geographic Centers.
27） AAG Newsletter 29-05 （1994） Goals 
2000: Educate America Act Codifies National 
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Standards  in  Core  Sub jec ts - Inc lud ing 
Geography.
28） AAG Newsletter 27-12 （1992） Geography 





30） AAG Newsletter 27-08 （1992） President's 
Column.
31） AAG Newsletter 29-03,04,05 （1994）
32） AAG Newsletter 27-09 （1992） President's 
Column.
33） Fuller, G. （1989） Why Geographic Alliances 
Won't Work.  Professional Geographer, 41, 
480-484.
34） AAG Newsletter 30-01 （1995） Improving 
Geographical Education: A Modest Proposal.
35） AAG Newsletter 24-09 （1989） 
36） AAG Newsletter 27-04 （1992） The National 
Education Goals: Implications for Geography.
37） AAG Newsletter 28-03 （1993） Toward a 
Reconsideration of Faculty Roles and Rewards 
in Geography.
38） AAG Newsletter 30-02 （1995） President's 
Column.
39） AAG Newsletter 30-08 （1995） President's 
Column.
40） AAG Newsletter 26-05 （1991） Conferences 
and Courses.
41） AAG Newsletter 29-10 （1994） News from 
Geographic Centers.
42） AAG Newsletter 31-02 （1996） Candidates 
for Ofﬁcers and Councillors, 1997.
43） AAG Newsletter 27-10 （1992） Notes from 
Ptolemy.
44） AAG Newsletter 27-11 （1992） President's 
Column.
45） AAG Newsletter 26-10 （1991） Fieldwork 
Course Experience Sought.
46） アメリカの気候学者 W. Thornthwaite の愛
弟子だった。
47） AAG Newsletter 27-05 （1992） President's 
Column.

















































































































































































































































































































































































































































































































































学級による PC を使った GIS、現地見学の実施を
実現したい。総合学習に地理としてどうか関わる
か。
４．６．生徒の興味
①生徒にいかに興味や関心を持ってもらうかとい
うこと。
②興味を引き出すことが大変。
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③生徒がどうしたら興味を持て授業に主体的に参
加できるかということを常に考え、試行を繰り返
している状況ですが、進学校ではないので、しば
られるものがなく気楽にやっています。
④たとえばコーヒーはどんなもので、どういう環
境で栽培されていて、そこで働いている人たちの
生活はどういう状態で、それを知ることが生徒に
とってどういう意味があるのかということを生徒
が理解できるように、また関心を持つように授業
計画を作ることです。一言で言えば、現実感と臨
場感をいかに高めていくかということでしょう
か。
⑤自然地理：生徒は大嫌いだそうです。困ったも
のです。どんな内容を扱うべきか？
５）中高の地理と大学の地理学との連携
について、大学（あるいは大学教員）が
貢献できることはあるでしょうか？
５．１．ワークショップや研修を通して
①地理を選択できない状態の学校が増えてきてい
ます。かつての地学のように、そうならないため
にも、今回のような機会を作って、学校現場で魅
力ある授業ができるようになるといいと思いま
す。
②今回のような場があると大変ありがたい。
③このような機会をもっと作っていただければと
思います。
④今回のような機会が大切。
⑤今回の研修のような機会を多く設けてもらえる
と良いかと思います。
⑥このような講座。大学入試問題の変革。
⑦小中高を引っ張っていけるような研究（中高生
でも分かりやすい身近な研究）を大学で行なって
ほしいです（例えば気候景観など）。今回のよう
な企画。
⑧今回のような研修はたいへん有意義でしたし、
地団研のような現地見学や大学の先生のフィール
ドワークに参加させていただくなど、いろいろあ
ると思います。
⑨このような講習会が有料でもいいので継続して
いただきたい。
⑩近年、各大学で実施されているオープンキャン
パス等で実習を多く行なっていただきたいと思っ
ております。しかし、中高校でもそのような取り
組みができることが理想的なのですが。
⑪今後も、このような研修会を続けて欲しいもの
です。
⑫このような研修を高校で生徒にできないか。
⑬取りあえず、今回のような企画を増やして欲し
い。
⑭再教育（大学卒業後）の機会として新たらしい
スタイル（研究・技術）の超入門編にあたるもの
を長休期間に提供してもらえる（国士舘スタイル
は一例と思いますが）ことが一つではないでしょ
うか。
⑮中高の現場は大きな期待を持っていると思う。
社会の中で地理の立場は特殊か。社会科の他科目
担当者は「地理だけはできない」とよく言う。地
理専門の人間が少ないこと、専門的知識の習得の
場がない事。このつなぎの場として今回の講習会
は大変貴重な場と言える。
⑯今回の様なものを生徒対象に。
⑰オープンキャンパス（体験授業）を高校現場（コ
ンピュータルームなどで）で実施する。自分の意
志で大学に出向く生徒は少ない。出身高校（卒業
生）と現役生徒との交流会実施。
⑱例えば、フィールドワーク（巡検）に高校生を
参加させてみるなど。
⑲いつもの講義を公開していただけるだけでもと
ても勉強になります。先日、Ｉ先生の大学院の講
義を参観させていただきました。
５．２．研究成果、最新情報の交換
①今最先端では学問がどうなっているかを知るこ
とは大切だと思います。その意味で貢献できるの
ではないでしょうか。
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②最新の情報・技術・知識などを中高の教員に伝
え、学習の場を設けることではないかと思います。
③常に新しい情報を提供していただき、やる気の
ある教員が勉強できる環境をつくっていただくこ
とが一番の要望です。
④新しい知識をどんどん教育に取り入れて欲しい
と思います。
⑤最新の研究成果を分かりやすい形で提供して欲
しいと思います。
⑥地理学についての最新の学問的な情報提供。
⑦最新の学問の到達点を知ること。例）地球温暖
化、持続可能な開発等。
⑧一貫した技術が必要だと思います（今回のリ
モートセンシング、GIS、etc.）。
⑨大学ではこんな風に学ぶんだよ、その結果、こ
んな仕事ができるんだよ、ということを伝えて欲
しいです。
⑩高校地理は一般教養、受験科目としてしか捉え
られないことが多い。高校・大学で学んだ地理が
実際の社会でどのように活用されているのか。
⑪リモートセンシング、GIS など新しい地理（高
校の教科書にも載っている）の分野の研修など。
５．３．メディア・出版を通して
①「地理学者」はもっとメジャーなメディアに出
る。
②大学の教員の方々で「地理のこんなところがお
もしろい」と思わせる本（売れる本、参考書では
ない）を出版すること。
③良い教科書（入門）の出版あるいは TV などで
地理の楽しさを紹介することなどでしょうか。と
にかく地理学のコマーシャルがなさすぎます。
④「地理」に関する知見、紹介、紀行等を規模の
大きいメディアで発表、公開する。
５．４．出前授業
①現任校では大学の教員が出前授業といって、直
接高校まで来てくれて、高校生に講義をしていた
だいています。地理学の先生はどうか知りません
が。
②今回のような教材作りや、場合によっては出張
講義なども ...。
③出前授業。高校の授業の中で講義。
５．５．大学で地理を受験科目化する
①学問的な面白さから地理を大学で勉強したいと
いう生徒が幸いにも毎年出ています。しかし、地
理学教室がある大学でさえも、地理で受験できな
い場合があります。この点がとても不満であると
同時に、地理の担当者として非常に残念なことで
す。地理を勉強したい生徒があえて苦手な日本史
や世界史を勉強する。生徒の負担は必然的に大き
くなります。ですから、まず、すべての大学で地
理を受験科目にして欲しいと思います。
②地理を入試科目へ採用すること。高校生への公
開授業など（特に実習や作業的なもの）。
５．６．学習指導要領
①学習指導要領を決めるとき、頑張って欲しいで
す。政治力が必要かも ...。
６）大学の地理学教室（地理学教員）と
中高の地理教員との間で情報交換や技術
交流が盛んになるとしたら、それについ
てメリットを感じますか？理由について
お書き下さい。
６．１．中高の地理教育と大学地理学との溝
を埋めるため
①大学での「地理学」と高校での「地理」があま
りにも異質のものになっている。生徒・学生は連
続しているのに高校と大学の溝があまりにも大き
い。
②はっきりとしませんが、地理（学）を盛り上げ
ていくには、小中高大学と教授・教諭が連携を取っ
ていくことが有効なのではないかと考えます。
③高校で教えていると、雑用に追われて、ついつ
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い古いデータや「受験地理」の参考書の記述で満
足・妥協してしまいがちです。大学の先生方との
交流で刺激があるのは大変ありがたいことです。
私は日本史専攻で、「専門外」ですので、少しで
も他の先生方に追いつく努力をする上でこのよう
な場が欲しいと思っていました。
④中高大連携の必要性を感じます。まさに今回の
講習会そのものです。
⑤中高の地理にとって何が必要か理解していただ
けると思いますし、私達が何をすればいいのか理
解できると思いますので。
⑥連携のメリットはあると思います。
⑦連携のメリットは非常に大きい。まず第一にそ
のような場が少ないこと（このつなぎの場が必
要）。高校はほぼ全入の時代、義務教育化してい
る現状を考えると、日本人として地理の基礎基本、
国際的視野をどう身につけさせるか、これが問わ
れると思われる。小中高それぞれバラバラにやっ
ていたのでは対応できない。大学で地理学の開講
（受験）科目も少なく、高校での選択も日本全体
で 50% ほど。このままでは地理の前途（未来の
ためにも身につけるべき事、本当に必要なこと）
は暗い。交流に期待したい。
⑧連携のメリットはあると思います。何より地理
の教員が興味関心を広げることは授業に新鮮さを
与えることになるのではないかと思います。
⑨小や高専も含めて交流し、ネットワークができ
ていくことが大切だと思っています。
⑩大変強くそう思います。研究者の方が研究の中
で経験されるエピソード、巡検先でのことなど、
教材化しやすいと思います。
⑪夏休み期間は唯一自分を振り返ることのできる
時間です。このような機会を作って下さることを
お願い致します。
⑫連携の必要性を感じます。
⑬必要性を感じます。研修する場は常に必要です
が、十分とはいえません。場を提供していただい
て、心から感謝しています。
⑭情報共有は大事だと思います。
⑮特に今日のようなプログラムだと連携のメリッ
トを感じる。
⑯大学の先生方から、大学の講義の様子を聞き、
高校時代の地理的な知識はどこまで必要か、最低
限何を教えておくべきかなど、高校現場のあり方
が分かるから。
⑰言い古された言葉だが、「地理」と「地理学」
は違う。
⑱大学の先生は「巡検」で各地へ行くわけですが、
そんな時に現地の小中高の先生に手伝ってもらっ
たりすることで、地域学習の中に新しい手法、発
想を取り入れることができるのでは（一例です
が）。
⑲今研究がなされつつあることを授業に生かせる
から。また高校生、中学生の本当の姿を大学の先
生方にも理解していただけるのではないかと思う
から。
⑳毎日の授業や生徒指導に埋没する中、連携に
よって「地理学」に対して様々な思いが湧いてく
ることは、授業への新たな意欲につながります。
㉑教育実習生の様子を見ながら感じたことや意見
を言うことによって、大学における地理教育のあ
り方や改善点などをお話しできるから。
㉒いろいろな意見をじかにお話しできるから。
㉓何でもできることはやらないと高校で地理はな
くなります。地学や倫理のように。
㉔中高教員のスキルアップはもちろんですが、教
え子に地理学科を勧めるにあたっても自信がつき
ます。
㉕教員（小中高とも）は時間がありそうで意外と
無い（校務、授業、部活動等で）。半ば公務の形
で学校を出られるのはありがたいのではないか。
６．２．新知識を得るため
①最新の研究成果を分かりやすく教えて欲しいと
思います。日頃校務で忙しく、研修日もなくなり
つつあります。新しいことを学ぶ機会はますます
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減っていきます。
②学校内には社会の新しい情報が入りにくいの
で、先生方の興味や意欲を引き出すのにとても効
果的で、そのことが生徒に反映すると思います。
③現場の教員は雑務に追われ、自分の勉強をする
余裕がありません。大学との接点があれば、本当
に助かると思います。
④色々な角度で「地理」をとらえ直すことができ
る。自分の勉強だけではマンネリになってしまう。
⑤高校の教員の有意義な研修の場が増えるし、最
新の学問情報等を得られれば生徒に還元できると
思います。
⑥アカデミックな研究に触れることで、中高教員
の刺激になる。教えるヒントが見つかる。中高教
員同志の交流もできる。
⑦現場では最近の地理の水準に無知で、独りよが
りになりがち。定期的に刺激してもらうことは必
須。
⑧自分の畑しか知らないことが、地理をつまらな
いものにしかねないと思います。連携ができれば、
少しずつ地理教育の改善につながると思います。
⑨現場の教師は高齢化しているので、GIS やリ
モートセンシングを体験していない（高校現場の
研究会に積極的に参加する）。春秋の部会（研究会）
を大学で実施するのはどうでしょうか。
⑩最近の情報交換。交流会では他の学校の様子も
聞ける。
⑪ GIS 等、最新の技術や学問的成果を学びたい。
⑫メリットはあると思います。従前のように大学
生時代に勉強した内容で教員（高校）として生き
てゆけなくなってきているので研修の場は必要で
す。
⑬メリットはあると思います。高校の立場から言
うと、新しい情報・技術が身に付きます。大学側
は高校（生）の真の姿（学力など）が分かるので
はないでしょうか。
⑭最新の情報を得ることができた。
⑮より新しい情報が得られること。
⑯特に海外研究の成果を発表して欲しい。日本地
理教育学会に入ってください。
⑰中高の社会系教員の中で、地理を専門とする者
がきわめて少ないこと、地理の教材となるような
マテリアルやリソースも大変に少ないことなどで
す。是非、参考書、資料集などの企画に参加して
下さい。
⑱「学問って麻薬のようなものだ」と院生の方が
おっしゃっていましたが、学問の楽しさを伝えて
いただきたいです。
